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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自装置の輻輳状態を検出する輻輳状態検出手段と、
　無線端末から送信されたＮＡＳ（Non-Access Stratum）要求メッセージを受信する通信
手段と、
　前記ＮＡＳ要求メッセージを保存するメッセージ保存手段と、
　自装置の輻輳状態が検出されている間、前記ＮＡＳ要求メッセージをメッセージ保存手
段に保存し、前記ＮＡＳ要求メッセージに関する処理を保留する制御手段と、を備え、
　前記通信手段は、
　前記制御手段において前記ＮＡＳ要求メッセージに関する処理を保留することが決定さ
れた場合、前記無線端末へ前記ＮＡＳ要求メッセージに関する処理を保留することを通知
するＷａｉｔメッセージを送信する、コアノード。
【請求項２】
　前記制御手段は、
　自装置が輻輳状態から復旧した場合、前記メッセージ保存手段に保存された前記ＮＡＳ
要求メッセージに関する処理を実行する、請求項１に記載のコアノード。
【請求項３】
　前記通信手段は、
　前記ＮＡＳ要求メッセージに関する処理が実行されるまでに、複数の前記Ｗａｉｔメッ
セージを前記無線端末へ送信する、請求項１に記載のコアノード。
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【請求項４】
　前記制御手段は、
　前記Ｗａｉｔメッセージの送信回数が上限値に達した場合、前記ＮＡＳ要求メッセージ
に関する処理を行わないことを決定し、
　前記通信手段は、
　前記ＮＡＳ要求メッセージに関する処理を行わないことを示す拒否メッセージを前記無
線端末へ送信する、請求項１又は３に記載のコアノード。
【請求項５】
　前記通信手段は、
　バックオフタイマ値が設定された前記Ｗａｉｔメッセージを前記無線端末へ送信し、前
記バックオフタイマ値が満了した時点において自装置の輻輳状態が継続している場合、バ
ックオフタイマ値を設定した新たなＷａｉｔメッセージを前記無線端末へ送信する、請求
項３又は４に記載のコアノード。
【請求項６】
　コアノードへＮＡＳ要求メッセージを送信する送信手段と、
　前記ＮＡＳ要求メッセージに対する応答メッセージを受信する受信手段と、を備え、
　前記送信手段は、
　前記コアノードから前記ＮＡＳ要求メッセージに関する処理を保留することを示すＷａ
ｉｔメッセージを受信すると、前記ＮＡＳ要求メッセージの送信を行わず、前記コアノー
ドから前記ＮＡＳ要求メッセージに関する処理を行わないことを示す拒否メッセージを受
信すると前記ＮＡＳ要求メッセージを前記コアノードへ再送信する、無線端末。
【請求項７】
　前記送信手段は、
　前記拒否メッセージに設定されたバックオフタイマ値が満了した後に、前記ＮＡＳ要求
メッセージを前記コアノードへ再送信する、請求項６に記載の無線端末。
【請求項８】
　自装置の輻輳状態を検出し、
　無線端末から送信されたＮＡＳ要求メッセージを受信し、
　自装置の輻輳状態が検出されている間、前記ＮＡＳ要求メッセージを保存し、
　自装置の輻輳状態が検出されている間、前記ＮＡＳ要求メッセージに関する処理を保留
し、
　前記ＮＡＳ要求メッセージに関する処理を保留することが決定された場合、前記無線端
末へ前記ＮＡＳ要求メッセージに関する処理を保留することを通知するＷａｉｔメッセー
ジを送信する、コアノードにおける通信方法。
【請求項９】
　コアノードへＮＡＳ要求メッセージを送信し、
　前記ＮＡＳ要求メッセージに対する応答メッセージを受信する、無線端末における通信
方法であって、
　前記応答メッセージを受信した際に、
　前記コアノードから前記ＮＡＳ要求メッセージに関する処理を保留することを示すＷａ
ｉｔメッセージを受信すると、前記ＮＡＳ要求メッセージの送信を行わず、前記コアノー
ドから前記ＮＡＳ要求メッセージに関する処理を行わないことを示す拒否メッセージを受
信すると前記ＮＡＳ要求メッセージを前記コアノードへ再送信する、無線端末における通
信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はコアノード、無線端末、通信方法、及び、プログラムに関し、特に輻輳制御を
実行するコアノード、無線端末、通信方法、及び、プログラムに関する。
【背景技術】



(3) JP 6583531 B2 2019.10.2

10

20

30

40

50

【０００２】
　移動通信システムは、無線端末、無線アクセスネットワーク（Radio Access Network: 
RAN）、及び、モバイルコアネットワークを有する。また、モバイルコアネットワークは
、ユーザプレーンデータを中継する中継ノード、及び、コントロールプレーンデータを中
継する制御ノードを有する。中継ノードは、例えば、ＳＧＷ（Serving Gateway）及びＰ
ＧＷ（Packet data network Gateway）等である。制御ノードは、例えば、ＭＭＥ（Mobil
ity Management Entity）等である。制御ノードは、例えば、モビリティ管理（Mobility 
Management： MM）及びセッション管理（Session Management： SM）等を実行する。中継
ノード及び制御ノードは、コアノードと称されてもよい。
【０００３】
　制御ノードは、モビリティ管理及びセッション管理を実行するために、無線端末へ、Ｎ
ＡＳ（Non-Access Stratum）メッセージを送信する。さらに、制御ノードは、無線端末か
ら送信されるＮＡＳメッセージを受信する。ＮＡＳメッセージは、ＲＡＮにおいては終端
されず、ＲＡＮの無線アクセス方式に依存することなく、無線端末とＭＭＥとの間におい
て透過的に伝送される制御メッセージである。非特許文献１には、ＮＡＳメッセージに関
する詳細な説明が記載されている。
【０００４】
　また、非特許文献１には、モバイルコアネットワーク内の過負荷もしくは輻輳を抑制す
るための輻輳制御に関する技術が開示されている。例えば、ＭＭＥは、自装置が輻輳状態
である場合、無線端末からセッション管理もしくはモビリティ管理に関するＮＡＳメッセ
ージを受信すると、受信したＮＡＳメッセージに関する処理を拒絶する。この時、ＭＭＥ
は、バックオフタイマ値を指定した拒絶メッセージを無線端末へ送信する。
【０００５】
　無線端末は、ＭＭＥにおいて指定されたバックオフタイマ値が満了するまで、ＮＡＳメ
ッセージをＭＭＥへ送信しない。このようにして、ＭＭＥは、輻輳状態における処理負荷
を低減する。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】3GPP TS23.401 V13.5.0 (2015-12)
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　非特許文献１における無線端末は、バックオフタイマ値が満了した後、ＮＡＳメッセー
ジをコアノードへ再送信する。しかし、コアノードは、自装置の輻輳状態が継続中である
場合、再度拒絶メッセージを無線端末へ送信する。そのため、コアノードは、輻輳状態が
継続している間に、ＮＡＳメッセージが再送信されると、処理負荷が高くなり、輻輳状態
から復旧するまでの時間が遅くなるという問題がある。
【０００８】
　本発明の目的は、コアノードの輻輳状態が検出されている場合、コアノードに対して送
信されるＮＡＳ要求メッセージを減少させることができるコアノード、無線端末、通信方
法、及び、プログラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の第１の態様にかかるコアノードは、自装置の輻輳状態を検出する輻輳状態検出
部と、無線端末から送信されたＮＡＳ要求メッセージを受信する通信部と、前記ＮＡＳ要
求メッセージを保存するメッセージ保存部と、自装置の輻輳状態が検出されている間、前
記ＮＡＳ要求メッセージをメッセージ保存部に保存し、前記ＮＡＳ要求メッセージに関す
る処理を保留する制御部と、を備えるものである。
【００１０】
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　本発明の第２の態様にかかる無線端末は、コアノードへＮＡＳ要求メッセージを送信す
る送信部と、前記ＮＡＳ要求メッセージに対する応答メッセージを受信する受信部と、を
備え、前記送信部は、前記コアノードから前記ＮＡＳ要求メッセージに関する処理を保留
することを示すＷａｉｔメッセージを受信すると、前記ＮＡＳ要求メッセージの送信を行
わず、前記コアノードから前記ＮＡＳ要求メッセージに関する処理を行わないことを示す
拒否メッセージを受信すると前記ＮＡＳ要求メッセージを前記コアノードへ再送信するも
のである。
【００１１】
　本発明の第３の態様にかかる通信方法は、自装置の輻輳状態を検出し、無線端末から送
信されたＮＡＳ要求メッセージを受信し、自装置の輻輳状態が検出されている間、前記Ｎ
ＡＳ要求メッセージを保存し、自装置の輻輳状態が検出されている間、前記ＮＡＳ要求メ
ッセージに関する処理を保留するものである。
【００１２】
　本発明の第４の態様にかかるプログラムは、自装置の輻輳状態を検出し、無線端末から
送信されたＮＡＳ要求メッセージを受信し、自装置の輻輳状態が検出されている間、前記
ＮＡＳ要求メッセージを保存し、自装置の輻輳状態が検出されている間、前記ＮＡＳ要求
メッセージに関する処理を保留することをコンピュータに実行させるものである。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明により、コアノードの輻輳状態が検出されている場合、コアノードに対して送信
されるＮＡＳ要求メッセージを減少させることができるコアノード、無線端末、通信方法
、及び、プログラムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】実施の形態１にかかるコアノードの構成図である。
【図２】実施の形態２にかかる通信システムの構成図である。
【図３】実施の形態２にかかるＭＭＥが拒絶メッセージを送信する処理の流れを説明する
図である。
【図４】実施の形態２にかかるＭＭＥが輻輳状態から復旧した場合の処理の流れを説明す
る図である。
【図５】実施の形態２にかかるＵＥの構成図である。
【図６】実施の形態２にかかるＵＥにおけるＮＡＳ要求メッセージの送信を停止する処理
及びＮＡＳ要求メッセージの送信を再開する処理の流れを説明する図である。
【図７】実施の形態２にかかる輻輳時の処理の流れを説明する図である。
【図８】実施の形態３にかかる輻輳時の処理の流れを説明する図である。
【図９】それぞれの実施の形態にかかるＵＥ４０の構成図である。
【図１０】それぞれの実施の形態にかかるコアノード１０の構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　（実施の形態１）
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。図１は、本発明の実施の
形態１にかかるコアノード１０の構成例を示している。コアノード１０は、モバイルコア
ネットワーク内に配置されるノードであり、制御ノードもしくは中継ノードであってもよ
い。コアノード１０は、プロセッサがメモリに格納されたプログラムを実行することによ
って動作するコンピュータ装置であってもよい。コアノード１０は、ネットワーク３０を
介して無線端末２０と通信を行う。
【００１６】
　ネットワーク３０は、例えば、ＲＡＮであってもよい。無線端末２０は、例えば、携帯
電話端末、スマートフォン端末、タブレット型端末、もしくは、通信機能を有するＭ２Ｍ
（Machine to Machine）端末等であってもよい。Ｍ２Ｍ端末は、例えば、ＭＴＣ（Machin
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e Type Communication）端末と言い換えられてもよい。
【００１７】
　コアノード１０は、輻輳状態検出部１１、制御部１２、通信部１３、及び、メッセージ
保存部１４を有する。輻輳状態検出部１１、制御部１２、通信部１３、及び、メッセージ
保存部１４は、プロセッサがメモリに格納されたプログラムを実行することによって処理
が実行されるソフトウェアもしくはモジュール等によって構成されてもよい。または、輻
輳状態検出部１１、制御部１２、通信部１３、及び、メッセージ保存部１４は、回路もし
くはチップ等のハードウェアによって構成されてもよい。
【００１８】
　輻輳状態検出部１１は、コアノード１０の輻輳状態を検出する。コアノード１０の輻輳
状態とは、コアノード１０の処理負荷が高い状態であってもよい。処理負荷が高い状態は
、例えば、コアノード１０のプロセッサの使用率もしくはメモリ使用率等が、予め定めら
れた閾値よりも高い状態であってもよい。もしくは、輻輳状態は、コアノード１０におい
て送信もしくは受信するメッセージ数が予め定められた閾値よりも多い状態であってもよ
い。もしくは、輻輳状態は、コアノード１０が管理もしくは制御する無線端末２０の数が
予め定められた閾値よりも多い状態であってもよい。
【００１９】
　通信部１３は、無線端末２０から送信されたＮＡＳ要求メッセージを受信する。ＮＡＳ
要求メッセージは、Ａｔｔａｃｈ要求、セッション（ベアラ）要求、もしくは位置更新要
求等において用いられるＮＡＳメッセージである。位置更新は、例えば、ＴＡＵ（Tracki
ng Area Update）もしくはＲＡＵ（Routing Area Update）であってもよい。
【００２０】
　メッセージ保存部１４は、輻輳状態検出部１１において輻輳状態が検出され、コアノー
ド１０における輻輳状態が検出されている間、通信部１３が受信したＮＡＳ要求メッセー
ジを保存する。輻輳状態が検出されている間とは、輻輳状態検出部１１において輻輳状態
が検出されてから、輻輳状態検出部１１において輻輳状態から復旧したことが検出される
までであってもよい。また、メッセージ保存部１４は、ＮＡＳ要求メッセージに関する処
理を一時的に保留するために、ＮＡＳ要求メッセージを一時的に保存する。
【００２１】
　制御部１２は、コアノード１０の輻輳状態が継続されている間、ＮＡＳ要求メッセージ
に関する処理を保留する。ＮＡＳ要求メッセージに関する処理とは、例えば、Ａｔｔａｃ
ｈ要求、セッション要求、もしくは位置更新要求に関する処理であってもよい。また、制
御部１２は、コアノード１０が輻輳状態から復旧した場合、メッセージ保存部１４に保存
されたＮＡＳ要求メッセージに関する処理を実行する。メッセージ保存部１４には、輻輳
状態が継続している間、輻輳状態から復旧した後に処理すべきＮＡＳ要求メッセージが保
存されている。
【００２２】
　以上説明したように、本発明の実施の形態１にかかるコアノード１０は、自装置が輻輳
状態となった場合に、無線端末２０から送信されたＮＡＳ要求メッセージに関する処理を
拒絶する拒絶メッセージを無線端末２０へ送信することなく、ＮＡＳ要求メッセージに関
する処理を保留する。さらに、コアノード１０は、メッセージ保存部１４にＮＡＳ要求メ
ッセージを保存する。これにより、コアノード１０は、輻輳状態から復旧した後に無線端
末２０から送信されたＮＡＳ要求メッセージの処理を実行する場合に、無線端末２０に対
してＮＡＳ要求メッセージを再送信させる必要が無く、メッセージ保存部１４に保存され
ているＮＡＳ要求メッセージを用いることができる。
【００２３】
　この結果、コアノード１０は、輻輳状態が検出されている間に、無線端末２０から再送
信されたＮＡＳ要求メッセージを受信することを回避することができるため、処理負荷が
高くなることを防止することができる。
【００２４】
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　（実施の形態２）
　続いて、図２を用いて本発明の実施の形態２にかかる通信システムの構成例について説
明する。図２の通信システムは、３ＧＰＰにおいて規定された通信システムの構成例を示
しており、ＵＥ（User Equipment）４０、ｅＮＢ５０、ＭＭＥ６０、ＳＧＷ７０、ＰＧＷ
８０、ＨＳＳ（Home Subscriber Server）９０、及び外部ネットワーク１００を有してい
る。ＵＥ４０は、３ＧＰＰにおいて無線端末の総称として用いられる。ＵＥ４０は、図１
の無線端末２０に相当する。ＵＥ４０は、例えば、ＭＴＣデバイス等であってもよい。ｅ
ＮＢ５０は、無線アクセス方式として３ＧＰＰにおいて規定されているＬＴＥ（Long Ter
m Evolution）をサポートする基地局である。ｅＮＢ５０は、ＲＡＮに配置される。
【００２５】
　ＭＭＥ６０、ＳＧＷ７０、及びＰＧＷ８０は、図１のコアノード１０に相当する。ＭＭ
Ｅ６０とｅＮＢ５０との間のリファレンスポイントとして、Ｓ１－ＭＭＥが規定されてい
る。ｅＮＢ５０とＳＧＷ７０との間のリファレンスポイントとして、Ｓ１－Ｕが規定され
ている。ＳＧＷ７０とＰＧＷ８０との間のリファレンスポイントとして、Ｓ５が規定され
ている。
【００２６】
　ＨＳＳ９０は、ＵＥ４０を含む複数のＵＥに関する加入者データを管理する。例えば、
ＨＳＳ９０は、それぞれのＵＥが指定可能な複数のＡＰＮ（Access Point Name）情報を
管理する。ＨＳＳ９０とＭＭＥ６０との間のリファレンスポイントとして、Ｓ６ａが規定
されている。
【００２７】
　外部ネットワーク１００は、モバイルコアネットワークとは異なるネットワークである
。外部ネットワーク１００は、いわゆるインターネットであってもよく、パケットデータ
ネットワーク（Packet Data Network: PDN）であってもよい。また、外部ネットワークは
、例えば、ＵＥ４０へ通信サービスを提供する事業者等が管理するネットワークであって
もよい。通信サービスは、例えば、アプリケーションサービス、クラウドサービス、もし
くは、インターネットサービス等と称されてもよい。通信サービスを提供する事業者は、
例えば、ＩＳＰ（Internet Service Provider）もしくはＡＳＰ（Application Service P
rovider）等であってもよい。
【００２８】
　外部ネットワーク１００を識別する情報としてＡＰＮが用いられる。つまり、ＵＥ４０
は、外部ネットワーク１００を示すＡＰＮを指定することによって、外部ネットワーク１
００に配置される通信装置と通信を行うことができる。言い換えると、ＵＥ４０は、外部
ネットワーク１００を示すＡＰＮを指定することによって、外部ネットワーク１００が提
供するサービスを受けることができる。
【００２９】
　続いて、図３を用いて本発明の実施の形態２にかかるＭＭＥ６０における輻輳時のメッ
セージ処理の流れについて説明する。ここで、ＭＭＥ６０は、図１のコアノード１０と同
様の構成を有する。
【００３０】
　はじめに、輻輳状態検出部１１は、ＭＭＥ６０における輻輳状態を検出する（Ｓ１１）
。例えば、ＭＭＥ６０は、輻輳制御として、特定のＡＰＮによらない過負荷状態において
実行されるＮＡＳレベルのモビリティ管理輻輳制御を実行してもよい。具体的には、制御
部１２は、輻輳状態が継続している間、セッション管理もしくはモビリティ管理に関する
ＮＡＳ要求メッセージを拒絶する。言い換えると、制御部１２は、輻輳状態が継続してい
る間、ＮＡＳ要求メッセージに関する処理を実行しない。
【００３１】
　次に、通信部１３は、輻輳状態が継続している間にＵＥ４０から送信されたＮＡＳ要求
メッセージを受信すると、受信したＮＡＳ要求メッセージをメッセージ保存部１４へ保存
する（Ｓ１２）。次に、通信部１３は、ＨＳＳ９０からＵＥ４０に関する加入者データを
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取得する（Ｓ１３）。ＵＥ４０に関する加入者データは、ＵＥ４０が指定可能な複数のＡ
ＰＮを含む。または、ＵＥ４０に関する加入者データは、ＵＥ４０が指定可能な全てのＡ
ＰＮを含んでもよい。
【００３２】
　次に、通信部１３は、ステップＳ１２において受信したＮＡＳ要求メッセージにおいて
指定されたＡＰＮを含む複数のＡＰＮ及びＷａｉｔ Ｔｉｍｅ値を設定したＷａｉｔメッ
セージをＵＥ４０へ送信する（Ｓ１４）。Ｗａｉｔメッセージは、ＭＭＥ６０がＭＭＥ６
０の輻輳状態が継続している際に送信されたＮＡＳ要求メッセージに関する処理を保留す
ること、を示すメッセージである。また、Ｗａｉｔ Ｔｉｍｅ値は、ＵＥ４０がＮＡＳ要
求メッセージを送信後に再送信を保留する時間が示されている。Ｗａｉｔ Ｔｉｍｅ値は
、バックオフタイマ値と称されてもよい。もしくは、Ｗａｉｔ Ｔｉｍｅ値は、ＵＥ４０
がＷａｉｔメッセージを受信後、ＮＡＳ要求メッセージの再送信を保留する時間が示され
ていてもよい。つまり、ＵＥ４０は、ＮＡＳ要求メッセージを送信後に、Ｗａｔｉ Ｔｉ
ｍｅ値が満了するまで、ＮＡＳ要求メッセージをＭＭＥ６０へ再送信しない。
【００３３】
　Ｗａｉｔ Ｔｉｍｅ値には、予め定められた基準に応じて、ＵＥ毎に異なる値が設定さ
れてもよい。例えば、制御部１２は、ＵＥ毎に過去に送信したＮＡＳ要求メッセージの数
をカウントしておき、ＮＡＳ要求メッセージの数が閾値を超えている場合、Ｗａｉｔ Ｔ
ｉｍｅ値を長く設定し、ＮＡＳ要求メッセージの数が閾値を超えていない場合、Ｗａｉｔ
 Ｔｉｍｅ値を短く設定してもよい。もしくは、制御部１２は、ＮＡＳ要求メッセージの
数が閾値を超えている場合、Ｗａｉｔ Ｔｉｍｅ値を短く設定し、ＮＡＳ要求メッセージ
の数が閾値を超えていない場合、Ｗａｉｔ Ｔｉｍｅ値を長く設定してもよい。
【００３４】
　また、ＵＥ４０は、Ｗａｉｔメッセージに設定された複数のＡＰＮを指定したＮＡＳ要
求メッセージの送信を停止する。ＭＭＥ６０は、ステップＳ１２において受信したＮＡＳ
要求メッセージに指定されたＡＰＮをＷａｉｔメッセージに設定することによって、ステ
ップＳ１２において受信したＮＡＳ要求メッセージの再送信メッセージを受信することを
防止することができる。
【００３５】
　また、ＵＥ４０は、ステップＳ１２において受信したＮＡＳ要求メッセージに指定され
たＡＰＮ以外の複数のＡＰＮをＷａｉｔメッセージに設定することができる。これによっ
て、ＭＭＥ６０は、輻輳状態が継続している際に、受信するＮＡＳ要求メッセージの数を
減少させることができる。
【００３６】
　続いて、図４を用いて本発明の実施の形態２にかかるＭＭＥ６０が輻輳状態から復旧し
た際の処理の流れについて説明する。はじめに、輻輳状態検出部１１は、コアノード１０
が輻輳状態から復旧したことを検出する（Ｓ２１）。例えば、輻輳状態検出部１１は、処
理すべきＮＡＳ要求メッセージの数が予め定められた閾値を下回った場合に、コアノード
１０が輻輳状態から復旧したと判定してもよい。もしくは、輻輳状態検出部１１は、コア
ノード１０のプロセッサもしくはメモリの使用率が予め定められた閾値を下回った場合に
、コアノード１０が輻輳状態から復旧したと判定してもよい。
【００３７】
　次に、通信部１３は、Ｗａｉｔメッセージにおいて設定した複数のＡＰＮを設定したＡ
ｃｃｅｐｔメッセージをＵＥ４０へ送信する（Ｓ２２）。制御部１２は、輻輳状態検出部
１１においてコアノード１０が輻輳状態から復旧したことを検出すると、メッセージ保存
部１４に保存されているＮＡＳ要求メッセージを取り出す。制御部１２は、取り出したＮ
ＡＳ要求メッセージに関する処理を実行する。通信部１３は、保留していたＮＡＳ要求メ
ッセージに関する処理が完了すると、Ａｃｃｅｐｔメッセージに設定したＡＰＮを指定し
たＮＡＳ要求メッセージの送信を許可するために、ＡｃｃｅｐｔメッセージをＵＥ４０へ
送信する。
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【００３８】
　通信部１３は、Ｗａｉｔメッセージにおいて設定した全てのＡＰＮをＡｃｃｅｐｔメッ
セージに設定してもよく、Ｗａｉｔメッセージにおいて設定したＡＰＮのうち一部のＡＰ
ＮをＡｃｃｅｐｔメッセージに設定してもよい。
【００３９】
　例えば、プロセッサもしくはメモリの使用率等に応じて、輻輳状態が段階的に復旧する
場合がある。このような場合、通信部１３は、輻輳状態からの段階的な復旧に応じて、Ａ
ｃｃｅｐｔメッセージをＵＥ４０へ送信してもよい。例えば、通信部１３は、輻輳状態か
ら１０％回復した場合、３０％回復した場合、５０％回復した場合、１００％回復した場
合のそれぞれの段階において、Ａｃｃｅｐｔメッセージを送信してもよい。また、通信部
１３は、輻輳状態からの段階的な復旧に応じて送信するＡｃｃｅｐｔメッセージに、Ｗａ
ｉｔメッセージにおいて設定した複数のＡＰＮのうち一部のＡＰＮを設定してもよい。つ
まり、通信部１３は、Ｗａｉｔメッセージにおいて設定された全てのＡＰＮを、複数のＡ
ｃｃｅｐｔメッセージに分割して設定してもよい。
【００４０】
　続いて、図５を用いて本発明の実施の形態２にかかるＵＥ４０の構成例について説明す
る。ＵＥ４０は、送信部４１、受信部４２、及び制御部４３を有している。送信部４１、
受信部４２、及び制御部４３は、プロセッサがメモリに格納されたプログラムを実行する
ことによって処理が実行させるソフトウェアもしくはモジュール等であってもよい。また
は、送信部４１、受信部４２、及び制御部４３は、回路もしくはチップ等のハードウェア
であってもよい。
【００４１】
　送信部４１は、ｅＮＢ５０を介してＭＭＥ６０へＮＡＳ要求メッセージを送信する。ｅ
ＮＢ５０は、ＮＡＳ要求メッセージを終端することなく、ＮＡＳ要求メッセージをＭＭＥ
６０へ転送する。
【００４２】
　受信部４２は、ＭＭＥ６０から送信されたＮＡＳ要求メッセージに対する応答メッセー
ジを、ｅＮＢ５０を介して受信する。ＮＡＳ要求メッセージに対する応答メッセージは、
例えば、Ｗａｉｔメッセージ、及びＡｃｃｅｐｔメッセージである。
【００４３】
　送信部４１は、受信部４２においてＭＭＥ６０から、ＮＡＳ要求メッセージに関する処
理を保留することを示すＷａｉｔメッセージを受信すると、ＭＭＥ６０へ、Ｗａｉｔメッ
セージに設定されたＡＰＮを指定したＮＡＳ要求メッセージの送信を行わない。例えば、
送信部４１は、送信したＮＡＳ要求メッセージに指定したＡＰＮ＿１が、Ｗａｉｔメッセ
ージに設定されている場合、ＡＰＮ＿１を指定したＮＡＳ要求メッセージの再送信を行わ
ない。さらに、送信部４１は、ＡＰＮ＿１以外のＡＰＮがＷａｉｔメッセージに設定され
ている場合、Ｗａｉｔメッセージに設定されたＡＰＮを指定したＮＡＳ要求メッセージの
送信も行わない。
【００４４】
　送信部４１は、Ｗａｉｔメッセージに設定されたＷａｉｔ Ｔｉｍｅ値が満了する前に
、ＮＡＳ要求メッセージの送信もしくは再送信を行わない。制御部４３は、例えば、送信
部４１がＮＡＳ要求メッセージを受信した後、もしくは、送信したＮＡＳ要求メッセージ
に対するＷａｉｔメッセージを受信した後に、タイマーを起動してもよい。送信部４１も
しくは制御部４３は、起動されたタイマーを用いてＷａｉｔ Ｔｉｍｅ値が満了したか否
かを確認してもよい。送信部４１は、Ｗａｉｔ Ｔｉｍｅ値が満了した後、ＮＡＳ要求メ
ッセージの送信もしくは再送信を行ってもよい。
【００４５】
　また、受信部４２においてＡｃｃｅｐｔメッセージを受信した場合、送信部４１は、前
回送信したＮＡＳ要求メッセージに指定したＡＰＮと異なるＡＰＮを指定したＮＡＳ要求
メッセージをＭＭＥ６０へ送信することもできる。また、制御部４３は、Ａｃｃｅｐｔメ
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ッセージを受信した場合、起動していたタイマーを停止してもよい。
【００４６】
　続いて、図６を用いて本発明の実施の形態２にかかるＵＥ４０におけるＮＡＳ要求メッ
セージの送信を停止する処理及びＮＡＳ要求メッセージの送信を再開する処理の流れにつ
いて説明する。
【００４７】
　はじめに、送信部４１は、無線通信回線を介してｅＮＢ５０へＮＡＳ要求メッセージを
送信する（Ｓ３１）。送信部４１は、利用するサービスに関連付けられたＡＰＮを指定し
たＮＡＳ要求メッセージをｅＮＢ５０へ送信する。次に、受信部４２は、ＭＭＥ６０から
、ｅＮＢ５０を介してＷａｉｔメッセージを受信する（Ｓ３２）。Ｗａｉｔメッセージに
は、使用することが禁止された複数のＡＰＮ及びＷａｉｔ Ｔｉｍｅ値が設定されている
。Ｗａｉｔメッセージに設定されている複数のＡＰＮには、ステップＳ３１において送信
したＮＡＳ要求メッセージにおいて指定したＡＰＮも含まれる。
【００４８】
　次に、送信部４１は、指定されたＷａｉｔ Ｔｉｍｅ値が満了する前に、Ｗａｉｔメッ
セージに設定された複数のＡＰＮを指定したＮＡＳ要求メッセージを送信することを停止
する（Ｓ３３）。
【００４９】
　次に、受信部４２は、ＭＭＥ６０から、ｅＮＢ５０を介してＡＣＣＥＰＴメッセージを
受信する（Ｓ３４）。ＡＣＣＥＰＴメッセージには、使用することが可能な複数のＡＰＮ
が設定されている。ＡＣＣＥＰＴメッセージに設定されるＡＰＮは、Ｗａｉｔメッセージ
に設定された全てのＡＰＮであってもよく、Ｗａｉｔメッセージに設定された複数のＡＰ
Ｎのうち一部のＡＰＮであってもよい。
【００５０】
　次に、送信部４１は、使用することが可能な複数のＡＰＮの中から選択した１つのＡＰ
Ｎを設定したＮＡＳ要求メッセージの送信を再開する（Ｓ３５）。ＡＣＣＥＰＴメッセー
ジは、ステップＳ３１において送信したＮＡＳ要求メッセージに関する処理が完了したこ
とを通知するために用いられるメッセージである。そのため、送信部４１は、受信部４２
においてＡＣＣＥＰＴメッセージを受信した後は、ステップＳ３１において送信したＮＡ
Ｓ要求メッセージに設定したＡＰＮと異なるＡＰＮを指定したＮＡＳ要求メッセージをｅ
ＮＢ５０へ送信してもよい。
【００５１】
　ステップＳ３２において受信部４２が受信したＷａｉｔメッセージには、Ｗａｉｔ Ｔ
ｉｍｅ値が設定されている。送信部４１は、Ｗａｉｔ Ｔｉｍｅ値が満了後もＡＣＣＥＰ
Ｔメッセージが送信されてこない場合、ｅＮＢ５０へＮＡＳ要求メッセージの送信を再開
してもよい。もしくは、送信部４１は、Ｗａｉｔ Ｔｉｍｅ値が満了後もＡＣＣＥＰＴメ
ッセージが送信されてこない場合、ＡＣＣＥＰＴメッセージを受信するまでｅＮＢ５０へ
ＮＡＳ要求メッセージの送信を停止してもよい。
【００５２】
　続いて、図７を用いて本発明の実施の形態２にかかるＵＥ４０、ＭＭＥ６０、及び、Ｈ
ＳＳ９０における、輻輳時の処理の流れについて説明する。ＵＥ４０とＭＭＥ６０との間
の通信は、ｅＮＢ５０を介して行われるが、図７においては、ｅＮＢ５０の記載を省略す
る。はじめに、ＭＭＥ６０は、輻輳状態を検出する（Ｓ４１）。次に、ＵＥ４０は、ｅＮ
Ｂ５０を介してＭＭＥ６０へＮＡＳ要求メッセージを送信する（Ｓ４２）。ＮＡＳ要求メ
ッセージには、ＵＥ４０が利用するサービスに関連付けられているＡＰＮが設定されてい
る。
【００５３】
　次に、ＭＭＥ６０は、ステップＳ４２において受信したＮＡＳ要求メッセージをメッセ
ージ保存部１４へ保存する（Ｓ４３）。言い換えると、ＭＭＥ６０は、ステップＳ４２に
おいて受信したＮＡＳ要求メッセージに関する処理を保留する。
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【００５４】
　次に、ＭＭＥ６０は、ＨＳＳ９０において管理されているＵＥ４０の加入者データを取
得するために、加入者データ要求メッセージをＨＳＳ９０へ送信する（Ｓ４４）。加入者
データ要求メッセージには、ＵＥ４０の識別情報が設定されている。ＵＥ４０の識別情報
は、例えば、ＩＭＳＩ（International Mobile Subscriber Identity）であってもよい。
【００５５】
　次に、ＨＳＳ９０は、ＵＥ４０が指定することができる全てのＡＰＮに関する情報を含
む加入者データが設定された加入者データ応答メッセージをＭＭＥ６０へ送信する（Ｓ４
５）。ＨＳＳ９０は、加入者データ応答メッセージにおいて通知するＡＰＮが予め定めら
れている場合、ＵＥ４０が指定することができる全てのＡＰＮのうち、予め定められてい
るＡＰＮに関する情報のみを含む加入者データを加入者データ応答メッセージに設定する
。予め定められているＡＰＮは、複数のＡＰＮであってもよい。予め定められているＡＰ
Ｎは、例えば、ＮＡＳメッセージの送信頻度が閾値よりも高いＡＰＮ等の基準に従って定
められてもよい。つまり、予め定められているＡＰＮは、ＭＭＥ６０における処理負荷に
与える影響が大きいＡＰＮであってもよい。
【００５６】
　次に、ＭＭＥ６０は、加入者データに含まれるすべてのＡＰＮを設定したＷａｉｔメッ
セージをＵＥ４０へ送信する（Ｓ４６）。もしくは、ＭＭＥ６０は、全てのＡＰＮのうち
、予め定められた基準に従い、ステップＳ４２において指定されたＡＰＮ及び基準を満た
すＡＰＮのみをＷａｉｔメッセージに設定してもよい。予め定められた基準を満たすＡＰ
Ｎは、例えば、ＮＡＳ要求メッセージに設定される頻度が閾値よりも高いＡＰＮ等であっ
てもよい。
【００５７】
　次に、ＵＥ４０は、Ｗａｉｔメッセージに設定された全てのＡＰＮに関するＮＡＳ要求
メッセージの送信を保留する（Ｓ４７）。言い換えると、ＵＥ４０は、Ｗａｉｔメッセー
ジに設定されたＡＰＮを指定したＮＡＳ要求メッセージの送信を停止する。具体的には、
ＵＥ４０は、ステップＳ４２において送信したＮＡＳ要求メッセージの再送信、及び、ス
テップＳ４２において送信したＮＡＳ要求メッセージにおいて指定されたＡＰＮ以外のＡ
ＰＮであって、Ｗａｉｔメッセージに設定されたＡＰＮを指定したＮＡＳ要求メッセージ
の送信を停止する。
【００５８】
　Ｗａｉｔメッセージに、ＵＥが使用することができる全てのＡＰＮが設定された場合、
ＵＥ４０は、全てのＮＡＳ要求メッセージの送信を停止する。
【００５９】
　次に、ＭＭＥ６０は、輻輳状態から復旧したことを検出する（Ｓ４８）。次に、ＭＭＥ
６０は、ステップＳ４３において保存していたＮＡＳ要求メッセージに関する処理を実行
する（Ｓ４９）。次に、ＭＭＥ６０は、ＮＡＳ要求メッセージに関する処理を実行したこ
とを示すＡＣＣＥＰＴメッセージをＵＥ４０へ送信する（Ｓ５０）。
【００６０】
　ＵＥ４０は、ＡＣＣＥＰＴメッセージを受信した後、ステップＳ４２のＮＡＳ要求メッ
セージにおいて指定したＡＰＮ以外のＡＰＮを指定したＮＡＳ要求メッセージを送信する
ことができる。
【００６１】
　以上説明したように、本発明の実施の形態２にかかるＭＭＥ６０は、輻輳状態が継続し
ている間に受信したＮＡＳ要求メッセージに関する処理を保留するために、受信したＮＡ
Ｓ要求メッセージを保存することができる。さらに、ＭＭＥ６０は、ＮＡＳ要求メッセー
ジを保存している間、ＵＥ４０へＷａｉｔメッセージを送信することができる。これによ
って、ＵＥ４０は、ＮＡＳ要求メッセージに関する処理が保留されていることを認識する
ことができ、ＮＡＳ要求メッセージを再送信することがなくなる。そのため、ＭＭＥ６０
は、再送信されたＮＡＳ要求メッセージを受信することがなくなるため、ＮＡＳ要求メッ
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セージを受信することによる処理負荷が高くなることを防止することができる。
【００６２】
　また、ＭＭＥ６０は、Ｗａｉｔメッセージに、複数のＡＰＮを設定することができる。
これより、ＭＭＥ６０は、一度受信したＮＡＳ要求メッセージに関する再送信メッセージ
のみならず、一度受信したＮＡＳ要求メッセージにおいて指定されたＡＰＮと異なるＡＰ
Ｎが指定されたＮＡＳ要求メッセージを受信することも回避することができる。
【００６３】
　さらに、ＭＭＥ６０は、輻輳状態から復旧した場合に、保存していたＮＡＳ要求メッセ
ージに関する処理を実行することができる。つまり、ＭＭＥ６０は、処理を保留していた
ＮＡＳ要求メッセージを保存することによって、ＮＡＳ要求メッセージの再送信をＵＥ４
０へ要求する必要がなくなる。これにより、ＵＥ４０とＭＭＥ６０との間において伝送さ
れるメッセージの数を減少させることができる。
【００６４】
　（実施の形態３）
　続いて、図８を用いて本発明の実施の形態３にかかるＵＥ４０、ＭＭＥ６０、及び、Ｈ
ＳＳ９０における、輻輳時の処理の流れについて説明する。ステップＳ５１～Ｓ５７は、
図７のステップＳ４１～Ｓ４７と同様であるため詳細な説明を省略する。
【００６５】
　ＭＭＥ６０は、ステップＳ５６にて送信したＷａｉｔメッセージに設定したＷａｉｔ 
Ｔｉｍｅ値が満了した時点において輻輳状態から復旧していない場合、再度Ｗａｉｔメッ
セージをＵＥ４０へ送信する（Ｓ５８）。ＵＥ４０は、ステップＳ５８においてＷａｉｔ
メッセージを受信すると、受信したＷａｉｔメッセージに設定されたＷａｉｔ Ｔｉｍｅ
値が満了するまで、ＮＡＳ要求メッセージの再送信を保留する（Ｓ５９）。
【００６６】
　ステップＳ６０～Ｓ６２は、図７のステップＳ４８～Ｓ５０と同様であるため詳細な説
明を省略する。
【００６７】
　図７においては、ＭＭＥ６０がＷａｉｔメッセージを２回送信している例を示したが、
ＭＭＥ６０は、３回以上ＷａｉｔメッセージをＵＥ４０へ送信してもよい。また、ＭＭＥ
６０は、上限となるＷａｉｔメッセージの送信回数を事前に定めてもよい。ＭＭＥ６０は
、Ｗａｉｔメッセージの送信回数が上限値に達した場合、保存していたＮＡＳ要求メッセ
ージを廃棄し、ＵＥ４０へＲＥＪＥＣＴメッセージを送信してもよい。ＲＥＪＥＣＴメッ
セージは、ＵＥ４０へＮＡＳ要求メッセージに関する処理を実行することを拒絶したこと
を通知するために用いられるメッセージである。ＭＭＥ６０は、ＲＥＪＥＣＴメッセージ
にバックオフタイマ値を設定してもよい。
【００６８】
　また、輻輳状態のＭＭＥ６０は、ＵＥ４０からのＮＡＳ要求メッセージの受信に際し、
保留可能なＮＡＳ要求メッセージ数を超えない間はＷａｉｔメッセ―ジをＵＥ４０に送信
し、当該ＮＡＳ要求メッセージを保留したことを通知し、保留可能なＮＡＳ要求メッセー
ジ数を超えた場合は、ＲｅｊｅｃｔメッセージをＵＥ４０に送信し、当該ＮＡＳ要求メッ
セージを破棄したことを通知するようにしても良い。
【００６９】
　ＵＥ４０は、ＲＥＪＥＣＴメッセージを受信すると、ＲＥＪＥＣＴメッセージに設定さ
れたバックオフタイマ値が満了した後に、ＮＡＳ要求メッセージを再送信する。もしくは
、ＵＥ４０は、ステップＳ５２において送信したＮＡＳ要求メッセージに指定したＡＰＮ
と異なるＡＰＮを指定したＮＡＳ要求メッセージをＭＭＥ６０へ送信してもよい。
【００７０】
　ＲＥＪＥＣＴメッセージは、３ＧＰＰにおいて、ＮＡＳ要求メッセージに関する処理を
拒絶する際に送信するメッセージとして定められているメッセージである。ここで、ＭＭ
Ｅ６０は、Ｗａｉｔメッセージの送信回数が上限値に達した場合に、ＵＥ４０へ、保存し
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ていたＮＡＳ要求メッセージを廃棄したことを通知するためのメッセージとして、新たに
Ｃａｎｃｅｌメッセージ等を定めてもよい。つまり、ＭＭＥ６０は、Ｗａｉｔメッセージ
の送信回数が上限値に達した場合に、ＵＥ４０へ、保存していたＮＡＳ要求メッセージを
廃棄したことを通知するためのメッセージとして、３ＧＰＰにおいて既に定められている
ＲＥＪＥＣＴメッセージを用いてもよく、３ＧＰＰにおいて定められていない新たなメッ
セージを用いてもよい。
【００７１】
　また、ＵＥ４０がＷａｉｔメッセージを受信した際に、ＭＭＥ６０に対して保留されて
いるＮＡＳ要求メッセージを取り下げる要求をするためのメッセージとして、Ｃａｎｃｅ
ｌメッセージを定めてもよい。ＭＭＥ６０は、ＵＥ４０からのＣａｎｃｅｌメッセージを
受信すると、ＵＥ４０からすでに受信し保留されていたＮＡＳ要求メッセージを破棄し、
ＲｅｊｅｃｔメッセージをＵＥ４０に送信する。このとき、Ｃａｎｃｅｌメッセージには
どのＮＡＳ要求メッセージを破棄するかに関する情報を含ませるようにしてもよい。
【００７２】
　以上説明したように、本発明の実施の形態３にかかるＭＭＥ６０は、輻輳状態から復旧
するまでに複数回Ｗａｉｔメッセージを送信することができる。さらに、ＭＭＥ６０は、
Ｗａｉｔメッセージを送信する回数が上限に達した場合、ＲＥＪＥＣＴメッセージもしく
はＣａｎｃｅｌメッセージをＵＥ４０へ送信することができる。これにより、ＭＭＥ６０
は、ＵＥ４０に対して、ＮＡＳ要求メッセージの送信を再開することを促すことができる
。
【００７３】
　続いて以下では、上述の複数の実施形態で説明された、コアノード１０及びＵＥ４０の
構成例について説明する。
【００７４】
　図９は、ＵＥ４０の構成例を示すブロック図である。Radio Frequency（RF）トランシ
ーバ１１０１は、ｅＮＢ５０と通信するためにアナログRF信号処理を行う。RFトランシー
バ１１０１により行われるアナログRF信号処理は、周波数アップコンバージョン、周波数
ダウンコンバージョン、及び増幅を含む。RFトランシーバ１１０１は、アンテナ１１０２
及びベースバンドプロセッサ１１０３と結合される。すなわち、RFトランシーバ１１０１
は、変調シンボルデータ（又はOFDMシンボルデータ）をベースバンドプロセッサ１１０３
から受信し、送信RF信号を生成し、送信RF信号をアンテナ１１０２に供給する。また、RF
トランシーバ１１０１は、アンテナ１１０２によって受信された受信ＲＦ信号に基づいて
ベースバンド受信信号を生成し、これをベースバンドプロセッサ１１０３に供給する。
【００７５】
　ベースバンドプロセッサ１１０３は、無線通信のためのデジタルベースバンド信号処理
（データプレーン処理）とコントロールプレーン処理を行う。デジタルベースバンド信号
処理は、(a) データ圧縮／復元、(b) データのセグメンテーション／コンカテネーション
、(c) 伝送フォーマット（伝送フレーム）の生成／分解、(d) 伝送路符号化／復号化、(e
) 変調（シンボルマッピング）／復調、及び(f) Inverse Fast Fourier Transform（IFFT
）によるOFDMシンボルデータ（ベースバンドOFDM信号）の生成などを含む。一方、コント
ロールプレーン処理は、レイヤ１（e.g., 送信電力制御）、レイヤ２（e.g., 無線リソー
ス管理、及びhybrid automatic repeat request（HARQ）処理）、及びレイヤ３（e.g., 
アタッチ、モビリティ、及び通話管理に関するシグナリング）の通信管理を含む。
【００７６】
　例えば、LTEおよびLTE-Advancedの場合、ベースバンドプロセッサ１１０３によるデジ
タルベースバンド信号処理は、Packet Data Convergence Protocol（PDCP）レイヤ、Radi
o Link Control（RLC）レイヤ、MACレイヤ、およびPHYレイヤの信号処理を含んでもよい
。また、ベースバンドプロセッサ１１０３によるコントロールプレーン処理は、Non-Acce
ss Stratum（NAS）プロトコル、RRCプロトコル、及びMAC CEの処理を含んでもよい。
【００７７】



(13) JP 6583531 B2 2019.10.2

10

20

30

40

50

　ベースバンドプロセッサ１１０３は、デジタルベースバンド信号処理を行うモデム・プ
ロセッサ（e.g., Digital Signal Processor（DSP））とコントロールプレーン処理を行
うプロトコルスタック・プロセッサ（e.g., Central Processing Unit（CPU）、又はMicr
o Processing Unit（MPU））を含んでもよい。この場合、コントロールプレーン処理を行
うプロトコルスタック・プロセッサは、後述するアプリケーションプロセッサ１１０４と
共通化されてもよい。
【００７８】
　アプリケーションプロセッサ１１０４は、CPU、MPU、マイクロプロセッサ、又はプロセ
ッサコアとも呼ばれる。アプリケーションプロセッサ１１０４は、複数のプロセッサ（複
数のプロセッサコア）を含んでもよい。アプリケーションプロセッサ１１０４は、メモリ
１１０６又は図示されていないメモリから読み出されたシステムソフトウェアプログラム
（Operating System（OS））及び様々なアプリケーションプログラム（例えば、通話アプ
リケーション、WEBブラウザ、メーラ、カメラ操作アプリケーション、音楽再生アプリケ
ーション）を実行することによって、ＵＥ４０の各種機能を実現する。
【００７９】
　いくつかの実装において、図９に破線（１１０５）で示されているように、ベースバン
ドプロセッサ１１０３及びアプリケーションプロセッサ１１０４は、１つのチップ上に集
積されてもよい。言い換えると、ベースバンドプロセッサ１１０３及びアプリケーション
プロセッサ１１０４は、１つのSystem on Chip（SoC）デバイス１１０５として実装され
てもよい。SoCデバイスは、システムLarge Scale Integration（LSI）またはチップセッ
トと呼ばれることもある。
【００８０】
　メモリ１１０６は、揮発性メモリ若しくは不揮発性メモリ又はこれらの組合せである。
メモリ１１０６は、物理的に独立した複数のメモリデバイスを含んでもよい。揮発性メモ
リは、例えば、Static Random Access Memory（SRAM）若しくはDynamic RAM（DRAM）又は
これらの組み合わせである。不揮発性メモリは、マスクRead Only Memory（MROM）、Elec
trically Erasable Programmable ROM（EEPROM）、フラッシュメモリ、若しくはハードデ
ィスクドライブ、又はこれらの任意の組合せである。例えば、メモリ１１０６は、ベース
バンドプロセッサ１１０３、アプリケーションプロセッサ１１０４、及びSoC１１０５か
らアクセス可能な外部メモリデバイスを含んでもよい。メモリ１１０６は、ベースバンド
プロセッサ１１０３内、アプリケーションプロセッサ１１０４内、又はSoC１１０５内に
集積された内蔵メモリデバイスを含んでもよい。さらに、メモリ１１０６は、Universal 
Integrated Circuit Card（UICC）内のメモリを含んでもよい。
【００８１】
　メモリ１１０６は、上述の複数の実施形態で説明されたＵＥ４０による処理を行うため
の命令群およびデータを含むソフトウェアモジュール（コンピュータプログラム）を格納
してもよい。いくつかの実装において、ベースバンドプロセッサ１１０３又はアプリケー
ションプロセッサ１１０４は、当該ソフトウェアモジュールをメモリ１１０６から読み出
して実行することで、上述の実施形態で説明されたＵＥ４０の処理を行うよう構成されて
もよい。
【００８２】
　図１０は、コアノード１０の構成例を示すブロック図である。図１０を参照すると、コ
アノード１０は、ネットワークインターフェース１２０１、プロセッサ１２０２、及びメ
モリ１２０３を含む。ネットワークインターフェース１２０１は、ネットワークノード（
e.g., eNB、MME、SGW、P-GW、）と通信するために使用される。ネットワークインターフ
ェース１２０１は、例えば、IEEE 802.3 seriesに準拠したネットワークインタフェース
カード（NIC）を含んでもよい。
【００８３】
　プロセッサ１２０２は、メモリ１２０３からソフトウェア（コンピュータプログラム）
を読み出して実行することで、上述の実施形態においてシーケンス図及びフローチャート
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を用いて説明されたコアノード１０の処理を行う。プロセッサ１２０２は、例えば、マイ
クロプロセッサ、MPU、又はCPUであってもよい。プロセッサ１２０２は、複数のプロセッ
サを含んでもよい。
【００８４】
　メモリ１２０３は、揮発性メモリ及び不揮発性メモリの組み合わせによって構成される
。メモリ１２０３は、プロセッサ１２０２から離れて配置されたストレージを含んでもよ
い。この場合、プロセッサ１２０２は、図示されていないI/Oインタフェースを介してメ
モリ１２０３にアクセスしてもよい。
【００８５】
　図１０の例では、メモリ１２０３は、ソフトウェアモジュール群を格納するために使用
される。プロセッサ１２０２は、これらのソフトウェアモジュール群をメモリ１２０３か
ら読み出して実行することで、上述の実施形態において説明されたコアノード１０の処理
を行うことができる。
【００８６】
　図９及び図１０を用いて説明したように、上述の実施形態におけるＵＥ４０及びコアノ
ード１０が有するプロセッサの各々は、図面を用いて説明されたアルゴリズムをコンピュ
ータに行わせるための命令群を含む１又は複数のプログラムを実行する。
【００８７】
　上述の例において、プログラムは、様々なタイプの非一時的なコンピュータ可読媒体（
non-transitory computer readable medium）を用いて格納され、コンピュータに供給す
ることができる。非一時的なコンピュータ可読媒体は、様々なタイプの実体のある記録媒
体（tangible storage medium）を含む。非一時的なコンピュータ可読媒体の例は、磁気
記録媒体（例えばフレキシブルディスク、磁気テープ、ハードディスクドライブ）、光磁
気記録媒体（例えば光磁気ディスク）、ＣＤ－ＲＯＭ（Read Only Memory）、ＣＤ－Ｒ、
ＣＤ－Ｒ／Ｗ、半導体メモリ（例えば、マスクＲＯＭ、ＰＲＯＭ（Programmable ROM）、
ＥＰＲＯＭ（Erasable PROM）、フラッシュＲＯＭ、ＲＡＭ（Random Access Memory））
を含む。また、プログラムは、様々なタイプの一時的なコンピュータ可読媒体（transito
ry computer readable medium）によってコンピュータに供給されてもよい。一時的なコ
ンピュータ可読媒体の例は、電気信号、光信号、及び電磁波を含む。一時的なコンピュー
タ可読媒体は、電線及び光ファイバ等の有線通信路、又は無線通信路を介して、プログラ
ムをコンピュータに供給できる。
【００８８】
　なお、本発明は上記実施の形態に限られたものではなく、趣旨を逸脱しない範囲で適宜
変更することが可能である。
【００８９】
　以上、実施の形態を参照して本願発明を説明したが、本願発明は上記によって限定され
るものではない。本願発明の構成や詳細には、発明のスコープ内で当業者が理解し得る様
々な変更をすることができる。
【００９０】
　この出願は、２０１６年３月３日に出願された日本出願特願２０１６－０４０９８７を
基礎とする優先権を主張し、その開示の全てをここに取り込む。
【００９１】
　上記の実施形態の一部又は全部は、以下の付記のようにも記載されうるが、以下には限
られない。
　（付記１）
　自装置の輻輳状態を検出する輻輳状態検出部と、
　無線端末から送信されたＮＡＳ要求メッセージを受信する通信部と、
　前記ＮＡＳ要求メッセージを保存するメッセージ保存部と、
　自装置の輻輳状態が検出されている間、前記ＮＡＳ要求メッセージをメッセージ保存部
に保存し、前記ＮＡＳ要求メッセージに関する処理を保留する制御部と、を備えるコアノ
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ード。
　（付記２）
　前記制御部は、
　自装置が輻輳状態から復旧した場合、前記メッセージ保存部に保存された前記ＮＡＳ要
求メッセージに関する処理を実行する、付記１に記載のコアノード。
　（付記３）
　前記通信部は、
　前記制御部において前記ＮＡＳ要求メッセージに関する処理を保留することが決定され
た場合、前記無線端末へ前記ＮＡＳ要求メッセージに関する処理を保留することを通知す
るＷａｉｔメッセージを送信する、付記１又は２に記載のコアノード。
　（付記４）
　前記通信部は、
　前記ＮＡＳ要求メッセージに関する処理が実行されるまでに、複数の前記Ｗａｉｔメッ
セージを前記無線端末へ送信する、付記３に記載のコアノード。
　（付記５）
　前記制御部は、
　前記Ｗａｉｔメッセージの送信回数が上限値に達した場合、前記ＮＡＳ要求メッセージ
に関する処理を行わないことを決定し、
　前記通信部は、
　前記ＮＡＳ要求メッセージに関する処理を行わないことを示す拒否メッセージを前記無
線端末へ送信する、付記３又は４に記載のコアノード。
　（付記６）
　前記通信部は、
　バックオフタイマ値が設定された前記Ｗａｉｔメッセージを前記無線端末へ送信し、前
記バックオフタイマ値が満了した時点において自装置の輻輳状態が継続している場合、バ
ックオフタイマ値を設定した新たなＷａｉｔメッセージを前記無線端末へ送信する、付記
４又は５に記載のコアノード。
　（付記７）
　前記通信部は、
　自装置が輻輳状態から復旧し、前記ＮＡＳ要求メッセージに関する処理が完了した場合
、ａｃｃｅｐｔメッセージを前記無線端末へ送信する、付記２乃至６のいずれか１項に記
載のコアノード。
　（付記８）
　コアノードへＮＡＳ要求メッセージを送信する送信部と、
　前記ＮＡＳ要求メッセージに対する応答メッセージを受信する受信部と、を備え、
　前記送信部は、
　前記コアノードから前記ＮＡＳ要求メッセージに関する処理を保留することを示すＷａ
ｉｔメッセージを受信すると、前記ＮＡＳ要求メッセージの送信を行わず、前記コアノー
ドから前記ＮＡＳ要求メッセージに関する処理を行わないことを示す拒否メッセージを受
信すると前記ＮＡＳ要求メッセージを前記コアノードへ再送信する、無線端末。
　（付記９）
　前記送信部は、
　前記拒否メッセージに設定されたバックオフタイマ値が満了した後に、前記ＮＡＳ要求
メッセージを前記コアノードへ再送信する、付記８に記載の無線端末。
　（付記１０）
　自装置の輻輳状態を検出し、
　無線端末から送信されたＮＡＳ要求メッセージを受信し、
　自装置の輻輳状態が検出されている間、前記ＮＡＳ要求メッセージを保存し、
　自装置の輻輳状態が検出されている間、前記ＮＡＳ要求メッセージに関する処理を保留
する、コアノードにおける通信方法。
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　（付記１１）
　自装置が輻輳状態から復旧した場合、保存された前記ＮＡＳ要求メッセージに関する処
理を実行する、付記１０に記載のコアノードにおける通信方法。
　（付記１２）
　コアノードへＮＡＳ要求メッセージを送信し、
　前記ＮＡＳ要求メッセージに対する応答メッセージを受信する、無線端末における通信
方法であって、
　前記応答メッセージを受信した際に、
　前記コアノードから前記ＮＡＳ要求メッセージに関する処理を保留することを示すＷａ
ｉｔメッセージを受信すると、前記ＮＡＳ要求メッセージの送信を行わず、前記コアノー
ドから前記ＮＡＳ要求メッセージに関する処理を行わないことを示す拒否メッセージを受
信すると前記ＮＡＳ要求メッセージを前記コアノードへ再送信する、無線端末における通
信方法。
　（付記１３）
　自装置の輻輳状態を検出し、
　無線端末から送信されたＮＡＳ要求メッセージを受信し、
　自装置の輻輳状態が検出されている間、前記ＮＡＳ要求メッセージを保存し、
　自装置の輻輳状態が検出されている間、前記ＮＡＳ要求メッセージに関する処理を保留
することをコンピュータに実行させるプログラム。
　（付記１４）
　さらに、自装置が輻輳状態から復旧した場合、保存された前記ＮＡＳ要求メッセージに
関する処理をコンピュータに実行させる、付記１３に記載のプログラム。
　（付記１５）
　コアノードへＮＡＳ要求メッセージを送信し、
　前記ＮＡＳ要求メッセージに対する応答メッセージを受信することをコンピュータに実
行させるプログラムであって、
　前記応答メッセージを受信した際に、
　前記コアノードから前記ＮＡＳ要求メッセージに関する処理を保留することを示すＷａ
ｉｔメッセージを受信すると、前記ＮＡＳ要求メッセージの送信を行わず、前記コアノー
ドから前記ＮＡＳ要求メッセージに関する処理を行わないことを示す拒否メッセージを受
信すると前記ＮＡＳ要求メッセージを前記コアノードへ再送信する、プログラム。
【符号の説明】
【００９２】
　１０　コアノード
　１１　輻輳状態検出部
　１２　制御部
　１３　通信部
　１４　メッセージ保存部
　２０　無線端末
　３０　ネットワーク
　４０　ＵＥ
　４１　送信部
　４２　受信部
　４３　制御部
　５０　ｅＮＢ
　６０　ＭＭＥ
　７０　ＳＧＷ
　８０　ＰＧＷ
　９０　ＨＳＳ
　１００　外部ネットワーク
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